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序

舟山遺跡を重要な遺跡として,駒ケ根市の旧跡に指定したのは昨年のことであ りすが,その直前

から急に市街化がすすみ,モ ータープールや個人住宅の用地として造成が行なわれ,いつ遺跡が破

壊されるか不安な状態となってきました。

幸いにも昭和 45年度に, 文化庁並に県のご配慮をいただき, 国県補助事業として 8月 7日 から

発掘に着手しました。調査団長として林茂樹先生が忙しい公務の間を縫って熱心に御指導下さった

賜 として期待通 り今までとしては駒ケ根市内では最も古い時代の遺構を認めたという成果を収めて

第一期発掘を終 りました。

国道沿いの舟山地域は開発がすすみ,隣地にも建物が立つとドう矢先で今回の調査はそういう意

味でも尊い仕事だったと思います。文化庁,長野県教育委員会,団長林茂樹先生はじめ御協力下さ

った各調査員および調査補助員,地元の市民の方々,赤穂高校郷土クラブの諸君,博物館の館長,

職員らに深甚の謝意を捧げ, この報告書が斯界に貢献するところ大ならむことを期待します。

昭和 46年 3月 3日

駒ケ根市教育長  北 沢 照 司 謹 記
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例   言

1,こ の調査は国県補助事業による緊急の記録録存事業であるため早急に報告書刊行の義務を生じ

たこと。遺跡の性格が県内としては未知の遺構が発見されその学術的内容が重大であること等に

依 り,図版を主とし,文章記述は簡略にした。|

2.遺跡の内容は,各時期に亘って存在したがュ縄文時代早期の遺構に重要性を認めたので, この

点の究明を焦点化した。体って編集もこれに重点を置いた。

3,この報告書の熱筆者は次の通 りである。なお担当した項目の末尾に執筆者名を明記し,その責

任を明らかにした。

。本文執筆者  林 茂樹,本田秀明.柴登己夫,小池金義,福沢正陽,小池政美,吉村 進

。図版作製者

。遺構及地形実測図  苦村 進す高林重水,児玉卓文

・土器拓影及実測図  小池政美,本田秀明

・石器実測図     田中清文

。写真撮影

。発堀及出土状況   木下平八郎

・遺構及石器Ⅲ上器  林 茂樹
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1.遺跡より西方西駒ケ岳千畳敷カールを望む

北方より舟山丘陵を望む (木立の向うの稜線が遺跡地)

図版 I 舟 山 遺 跡 全 景
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1.第工区小形円形竪穴群出土状況 (東方より)

2.第 I区小形円形竪穴址群出土状況 (西方より)

図版Ⅱ ローム層内の遺構
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1.第 I層 環石 耳栓 ,石鏃

第Ⅲ層 早期土器,磨石 早期土器,磨石

で■♂謹|lirl群|―灘
3.第 Ⅲ層 早期土器 4.地層断面 (第 正区)

遺移出土状況
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